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　乳房MRIにおいて，日本でも近年は乳
がんハイリスク女性へのスクリーニング目
的の撮像が増えており，『乳癌診療ガイド
ライン2018年版』では，乳がん発症リス
クの高い日本人未発症BRCA 遺伝子変異
保持者に造影MRI検査を行うことを弱く
推奨すると記載されている1）。また，2020年
4月より，遺伝性乳がん卵巣がん症候群

（hereditary breast and ovarian cancer 
syndrome：HBOC）の既発症者に対する
リスク低減乳房切除術（risk-reducing 
mastectomy：RRM）・乳房再建術の保
険収載が行われている。RRMの際には，
術前精査として乳房造影MRI検査が推奨
されている。さらに，HBOCと診断され
た乳がん患者でRRMを選択しなかった場
合，そのフォローアップとして乳房MRI
撮影加算を算定できるとされている。この
ように，HBOCを主体とする乳がんハイ
リスク女性に対する乳房MRI検査の重要
性が増してきており，今後乳房MRI検査
数が増加してくることが予想される。
　しかしながら，ほとんどの施設では，乳
房MRI検査専用のMRI装置を有している
ことはなく，頭部や骨関節など，ほかの領
域のMRI検査とともに，シビアな枠管理
を行いながら検査を行っている状態では
ないかと思われる。このような中で，乳房
MRI検査数が増加した場合に，施設での
MRI検査体制がひっ迫する可能性も考え
られる。その際の解決法の一つとして，検
査時間を短縮する方法が考えられる。
abbreviated MRIおよびultrafast MRI
は，いずれも従来の造影ダイナミックMRI
に比べて，短時間で撮像することが可能で，

かつ過去の報告では乳がんの診断能が同
等とされており，乳がんハイリスク女性へ
の検診，スクリーニングに期待されている。
また，診療面においても，その有用性が
研究されている。そこで本稿では，乳房
のabbreviated MRIおよびultrafast MRI
がどういうものか，その臨床応用と将来
展望を述べる。

従来の乳房MRI検査
について

　abbreviated MRIおよびultrafast 
MRIは，いずれも短時間の撮像が可能
であるが，比較のために従来の乳房
MRI検査はどのように撮像されるかを紹
介する。乳房MRI検査の撮像方法や読
影に際しての用語が記載されているBI-
RADSによると，乳房MRI検査におい
ては，造影剤を用いたダイナミック撮像
が標準とされている。その際，造影前，
造影後早期，後期の少なくとも3相の撮
像が必要である。そして，この3相での
信号強度の変化を基に良悪性鑑別を行
う。早期相は造影剤注入開始後2分以
内，後期相は5分程度である。このため，
造影後のダイナミック撮像だけで5分，
造影前も合わせると6 〜 7 分，さらに，
通常はT1強調画像，T2強調画像や拡
散強調画像も撮像するため，搬入やセッ
ティングの時間も含めると20〜30分か
かってしまう。そこで，abbreviated 
MRIやultrafast MRIが撮像時間を短
縮する方法として考え出された（図1）。

Abbreviated MRI

　abbreviated MRIは，文字どおり省
略MRIのことで，造影前後のT1強調画
像を1相ずつ撮像し，そのサブトラクショ
ン画像と，サブトラクション画像より作
成されたMIP画像を用いて読影を行う

（図2），乳がんの検出を目的とした撮像
方法である。撮像時間のみでなく，読影
時間も短縮でき，Kuhlらの最初の報告
では，撮像時間が，従来のfull protocol 
MRIではおよそ17分であったのに対し
て，abbreviated MRIはおよそ3分，読
影時間は28秒であった。また，MIP画
像のみを読影に用いた場合は，その読影
時間はわずかに2.8秒であった。乳がん
検出能は，full protocol MRI，abbrevi-
ated MRI共に感度100%，陰性適中率
が100%で，特異度もそれぞれ93 . 9%，
94 . 3%と同等であった 2）。このように，
乳がん検出能がfull protocol MRIと同
等で撮像時間が短縮できるため，スク
リーニングMRIに最適と考えられた。そ
の後多くの比較実験の報告がなされたが，
full protocol MRIの感度81.8〜100%，
特異度52〜96.8%に対し，abbreviated 
MRIの感度81.8〜100%，特異度45〜
97.2%と，やはりfull protocol MRIと
ほぼ同等の成績であった3）。
　abbreviated MRIの利点としては，
これまで述べたように，乳がん検出能が
full protocol MRIとほぼ同等であるにも
かかわらず撮像時間が短いということに
加えて，これまで従来のダイナミック撮
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